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●曜日・時間
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過 組
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いけばなの基本を学び、伝統文化の知識や美的感覚を身に

つけませんか?普段の暮らしにも活かせるお花のスキルだから、

毎日がもっと華やかに輝くこと間違いなし。まずはお気軽に、

お近くの教室にご連絡ください。

詳細は HPをご覧ください
▼

回撃ul時間のお稽吉。

驀

まずは体験 レッスンにお越しください

鞘

0自分の理想をつくり出す「倉U造力」

0何が必要かわかる畔U断力」

0実行するための「決断力」

●日々 が豊かになる「新たな感性」
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感
じ
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け
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感
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。
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が
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し
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な
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な
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町
後
期
の
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、
池
坊
専
応
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「器
用
な
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で
な
く
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も
よ
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、
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の
あ
る
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と
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」
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深
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葉
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し
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ま
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を
い
け
る

の
に
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用
、
不
器
用
は
関
係
あ
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ま

せ
ん
。
草
木
に
寄
せ
る
心
を
持
っ
て
、

ひ
た
す
ら
に
精
進
を
重
ね
れ
ば
、
良
い

趣
の
あ
る
花
を
い
け
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こ
と
が
で
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す
。
先
人
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い
て
き
た

道
を
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っ
て
、
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か
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を
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と
る
、
い
け
ば
な
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極
め
る
に
は
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ど
こ
ま
で
も
学
ぶ
心
を
持
ち
続
け
、

い
け
ば
な
の
お
稽
古
を
続
け
る
こ
と

で
す
。

48虎見から、
いけばなの世界へ

ただ、花を花瓶に挿すのでは

なく、「花をいかす」という考え方に

共感し、お稽古を始めてみました。

いけばなは、花と向き合うこと

で、自分とも向き合うことになり

ます。花をいかすこと、それは人を

いかすことにつながると気づき、自分

の仕事の有り様についても考え方

が変わってきました。

慌ただしい日々の中、花と向き

合い花と語り合う時間を大切にと、

お稽古させて頂いております。
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いけばな歴9年

稲田さん

(会社役員)

Voice メッセージ

いけばなで身につくチカラ

花
を
学
び
、
美
を
知
る
。

いけばなは、池坊から始まりました。
550余年の時を越え育まれてきた池坊のいけばな。「枯れた花にも華がある」と唱え、

あらゆる命の姿に美を見出す豊かな精神性は、現代にも受け継がれています。
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